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令和5年度大垣市廃棄物減量等推進審議会 会議録 

 

１ と き  令和5年8月21日（月）10:00～11:30 

 

２ ところ  大垣市役所4階 情報会議室 

 

３ 議 題 

⑴ 大垣市一般廃棄物処理基本計画実績報告2022について 

⑵ 大垣市循環型社会形成推進地域計画の策定について 

⑶ 有料指定ごみ袋制度導入後の状況について 

 

４ 出席者（敬称略） 

（委員）       12名 

菊本  舞   杉田 邦隆   衣斐 潤一   和田  雅   松口 小夜子 

豊田 和代   豊田 充子   三輪 正直   野村 昭子   安井 久雄 

堀  弘明   國枝 裕介 

 

（市事務局）      9名 

生活環境部長           青井 明彦 

生活環境部クリーンセンター所長  三宅 康治 

生活環境部クリーンセンター対策官 窪田 宗晃 

生活環境部クリーンセンター主幹  大熊 貴光 

生活環境部クリーンセンター主幹  箕浦 弘二 

生活環境部クリーンセンター主幹  吉田  晶 

生活環境部クリーンセンター主事  佐竹  知 

生活環境部環境衛生課課長     小川 哲司 

生活環境部環境衛生課主幹     山田 芳弘 

 

５ 欠席者（敬称略） 

大林 泰二   汲田 哲也   西田 勝嘉   松本 正平   服部 淑子 

 

６ 傍聴者 

女性 1名 
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７ 発言要約 

発言者 発言内容 

⑴ 開会 

事 務 局 皆様、おはようございます。 

本日は、大変お忙しいところ、令和5年度大垣市廃棄物減量等推進審議

会にご出席いただきまして、誠にありがとうございます。 

私は、本日の司会を務めさせていただきます大垣市クリーンセンター

所長の三宅でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

また、本日の審議会は改選をさせていただいて、初めてということで

ございますので、よろしくお願いいたします。 

はじめに、開会に先立ちまして、青井生活環境部長がごあいさつを申

し上げます。 

⑵ あいさつ 

部 長 

 

 

皆様、おはようございます。 

生活環境部長の青井でございます。 

本来でございますと、改選後の最初の審議会でございますので、市長

が出席してごあいさつを申し上げるところでございますが、他の公務に

より出席がかないませんでした。 

私の方から一言ごあいさつ差し上げます。 

本日は大変お忙しい中、大垣市廃棄物減量等推進審議会にお集まりい

ただきまして、誠にありがとうございます。 

この度は第14期になりますが、審議会委員をご快諾いただきまして、

厚くお礼を申し上げます。皆様方には日頃から廃棄物行政をはじめ市政

全般にわたり、多大なるご理解とご協力を賜りまして、誠にありがとう

ございます。 

さて、本市におきましては、ごみ減量化を目的に生活系ごみの有料指

定ごみ袋制度を本年1月より開始したところでございます。本日の会議に

おきましても、制度導入後の状況につきまして、ご報告をさせていただ

く予定でございますけれども、課題等がございましたらご指摘いただけ

ればと思っております。 

また、昨年6月にはクリーンセンター内に市民、事業者、行政を問わず

様々な立場、視点から本市のＳＤＧｓについて、気軽に話し合える場所

としまして、環境ＳＤＧｓおおがき普及支援センターを開設いたしまし

た。本市といたしましても、ＳＤＧｓの持続可能な開発目標を達成する
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ために、廃棄物の減量化や資源化を推進するとともに、長期的かつ総合

的な視点に立ちました循環型社会の構築を進めているところでございま

す。 

本日は、一般廃棄物処理基本計画実績報告2022を含む3議題をご審議し

ていただきます。忌憚のないご意見を賜りますようお願い申し上げまし

て、簡単ではございますが、ごあいさつとさせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

事 務 局 ここからは着座にて失礼いたします。 

皆様には、審議会委員の任期満了に伴いまして、引き続き、または新

たにご就任いただき、誠にありがとうございます。お手元の委員名簿に

より、今回新たにご就任いただく皆さんをご紹介させていただきます。 

はじめに、西美濃農業協同組合常務理事の和田 雅委員さんです。 

次に、生活学校代表の野村 明子委員さんです。 

次に、岐阜県西濃県事務所環境課長の堀 弘明さん 

次に、市民公募にてご就任いただきました國枝 裕介委員さんです。 

なお、大垣女子短期大学教授の大林 泰二委員さんと市民公募の服部

淑子委員さんは、本日欠席の連絡をいただいております。 

また、本日の会議でございますが、汲田委員さん、西田委員さん、松

本委員さんからも欠席のご連絡をいただいております。 

本日の会議でございますが、個人情報に関する事項がないため、公開

とさせていただきます。 

また、本日の会議は、〇〇新聞社の〇〇記者が入られておりますの

で、ご報告申し上げます。 

また、傍聴といたしまして、●●町の●●様の方から傍聴の申し出が

ございましたので、許可いたしたいと存じますが、よろしいでしょう

か。 

委 員 一 同 <異議なし> 

事 務 局 それでは傍聴を許可し、お入りいただきます。 

次に、本日の会議録署名者につきまして、安井委員さんと國枝委員さ

んにお願いいたします。 

⑶ 会長及び副会長の選任について 

事 務 局 本日は、第14期の審議会初会合でございますので、会長及び副会長の

選任につきましては、事務局で進行させていただきます。 

会長及び副会長の選任でございますが、大垣市廃棄物の処理及び清掃
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に関する条例施行規則第2条第1項の規定により、会長及び副会長は委員

の互選により定めることとなっております。ご意見ございませんでしょ

うか。 

委 員 事務局に一任します。 

事 務 局 ただいま、事務局一任とのお言葉をいただきましたので、事務局案を

提案させていただきます。よろしいでしょうか。 

委 員 一 同 <異議なし> 

事 務 局 事務局案としまして、前回審議会でもお願いしました菊本委員さんに

会長を、杉田委員さんに副会長をお願いしたいと存じますが、いかがで

しょうか。 

委 員 一 同 <異議なし> 

事 務 局 それでは、会長は菊本委員に、副会長は杉田委員にお願いしたいと存

じます。 

菊本会長、杉田副会長、お席のご移動をよろしくお願いいたします。 

それでは、菊本会長より、ごあいさつをお願いいたします。 

会 長 皆さん、おはようございます。 

ただいま、会長を拝命いたしました菊本と申します。前審議会に引き

続きまして、皆様のご協力を得ながら進めさせていただきたいと思って

おります。よろしくお願いいたします。 

一言ご挨拶を申し上げます。 

本日は大変お忙しい中、大垣市廃棄物減量等推進審議会にお集まりい

ただきまして、誠にありがとうございます。 

また、日頃から当審議会につきましては、運営へのご理解及びご協力

を賜りまして、引き続き委員になられた皆様、また新たに委員になられ

た皆様、誠にありがとうございます。皆様のお力添えのもとに進めてま

いります。 

さて、当審議会は、平成6年3月に施行した大垣市廃棄物の処理及び清

掃に関する条例に基づきまして、一般廃棄物の減量化、資源化及び適正

処理に関する事項を定める際の諮問機関として発足し、これまで委員の

皆さんの様々な観点、立場からご意見等を伺ってまいりました。 

本日の会議におきましては、先ほど部長からもありました3つの議題が

ございます。大垣市一般廃棄物処理基本計画の昨年度の実績報告、循環

型社会形成推進地域計画、今年から導入されました有料指定ごみ袋制度

の導入後の状況についてを議題とし、皆様からのご意見を伺ってまいり
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ます。 

本日の審議会が有益なものとなりますよう、委員の皆様のご理解、ご

協力をお願い申し上げまして、ごあいさつとさせていただきます。 

事 務 局 続きまして、杉田副会長よりご挨拶をお願いいたします。 

副 会 長 皆さん、おはようございます。 

推挙いただきまして、身が引き締まる思いでございます。 

本年1月の有料指定ごみ袋制度の導入に伴い市民の関心が非常に高くな

ってきておりますので、審議会の重要度もますます高くなってきており

ます。 

こうした中、今回、副会長を拝命いたしましたが、会長をサポートす

る立場でもありますので、しっかり進めてまいりたいと思います。 

皆様方のご協力をどうぞよろしくお願い申し上げまして、あいさつと

させていただきます。よろしくお願いします。 

⑷ 議題 ①大垣市一般廃棄物処理基本計画実績報告2022について 

会 長 それでは議事を進行させていただきます。 

円滑な進行につきまして、ご協力をよろしくお願いいたします。 

まず議題の1点目でございますが、大垣市一般廃棄物処理基本計画実績

報告2022について資料No.1と別添資料No.1を使用しまして、事務局の方

からご説明をお願いいたします。 

事 務 局 それでは、クリーンセンターの箕浦です。よろしくお願いいたしま

す。 

着座にて説明させていただきます。 

それでは、右上資料No.1の資料をお願いいたします。大垣市一般廃棄

物処理基本計画実績報告2022につきまして、説明させていただきます。 

計画の概要から順に1として進めさせていただきます。 

計画の趣旨につきましては、廃棄物の減量化や資源化を推進するとと

もに、長期的かつ総合的な視点に立った循環型社会形成の推進を図るも

のでございます。 

計画の期間といたしましては、令和3年度から令和12年までの10年間

で、計画の基本理念を環境にやさしいまちとしております。 

基本方針は6つです。①減量化の推進、②資源化の推進、③廃棄物の適

正処理、④下水道計画区域内区域における下水道の普及拡大、⑤下水道

計画区域外における合併処理浄化槽の普及促進、⑥単独処理浄化槽から

合併処理浄化槽への転換の普及啓発です。 
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基本目標は、一人一日当たりのごみ総排出量をはじめ5つの目標指標が

ございます。 

資料の2ページをお願いいたします。 

計画の推進施策は3つで、①ごみの発生・排出抑制及び資源化の推進、

②中間処理及び最終処分施設の充実、③生活排水処理率の向上でござい

ます。 

計画の評価につきましては、施策および事業について、ＰＤＣＡを活

用したマネジメントシステムに基づき、継続的な見直しや改善に取り組

むため、毎年実施状況を評価するとともに、進行管理を行いました。 

資料の3ページをお願いいたします。 

「評価の方法」の表中左側「施策評価」は、個別の指標につきまし

て、令和4年度の実績値を進捗目標と比較し、その達成度の割合に応じて

Ａ～Ｅの5段階で評価しております。 

また、表の右側「事業評価」につきましては、基本目標を推進するた

めの施策に即した事業におきまして、令和4年度の事業の実施状況に応

じ、実施した「Ａ」～未実施「Ｄ」の4段階で評価しております。 

施策評価の結果につきましては、5つの目標指標に対して、Ａ評価が2

施策、Ｂ評価が3施策となっております。前年度と比較しましてＡ評価か

らＢ評価になりました「一人一日当たりのごみ総排出量」につきまして

は、増加した原因といたしまして、有料指定ごみ袋制度導入前の駆け込

みの排出が影響しているものと考えられます。 

4ページをお願いいたします。 

事業評価は、36事業を全て実施済みのため、Ａ評価となっておりま

す。 

各事業の実施状況の詳細につきましては、別添資料No.1、緑色の表紙

の「大垣市一般廃棄物処理基本計画実績報告2022」に記載させていただ

いておりますので、後ほどお目通しいただければと存じます。 

以上が議題1、大垣市一般廃棄物処理基本計画実績報告2022についての

説明でございます。よろしくお願いいたします。 

会 長 ありがとうございました。 

ただいま、資料をご説明いただきましたが、この資料No.1、並びに別

添資料No.1につきまして、ご意見等ございましたら、ご発言をお願いし

たいと思います。 

委 員 評価結果ですが、コロナはごみの排出量に影響はなかったのですか。
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家庭で過ごすことが増えたので、ごみの量が増えていてもおかしくない

のではないかと思うのですが、いかがでしょうか。 

事 務 局 令和2年度からコロナの影響というのは確認できまして、総排出量とい

う形で①施策評価でもお示ししております。今回の場合、コロナの影響

もありますが、有料化導入前の駆け込み需要の影響が大きかったという

ことで、理由として挙げさせていただいております。 

会 長 ありがとうございました。 

ご意見がないようでしたら、私から一点質問します。ごみ総排出量等

が駆け込み需要で増えたという数字とのことですが、市としては、ある

程度見込まれた範囲の数字だと捉えていらっしゃるのか、この数字の分

析自体をお尋ねしたいのですが、いかがでしょうか。 

事 務 局 数字単体を捉え判断するというよりは、収集して処理する一連の流れ

の中で想定の範囲内で進んだと考えております。 

会 長 わかりました。 

委 員 はじめての会議ということで、基本的なことをお尋ねいたしますけれ

ども、この数字のＫＰＩ指標というのは、どちらからとられたのでしょ

うか。 

事 務 局 指標についてのことでよろしいですか。 

委 員 ＫＰＩは何を目指したものですか。 

事 務 局 指標自体は、令和2年度に策定いたしました一般廃棄物処理基本計画に

ございます。令和3年度から実施しておりますが、過去の実績に基づきま

して目標値を定めさせていただいて、それに向けてのご報告をさせてい

ただいております。 

委 員 過去の令和元年の数字がもとになっているのですか。 

事 務 局 元年も含みますが、おおよそ5年程度の実績を調査しまして、今後どう

していくかということです。 

委 員 例えば、市長が言われるように、選ばれるまちとか、創造するまちと

か、これを目指してＫＰＩをとるのではなくて、ただ単純に昨年がこう

だから、この10年間の計画はというふうにＫＰＩをとっているのです

か。 

事 務 局 説明不足がいくつかあって申し訳ありません。 

まず、この基本計画を改定するときに、計画の説明の中でも事前に少

し触れさせていただきましたが、基本理念の環境にやさしいまちという

のは、上位計画である未来ビジョンに示されております。それを踏まえ
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一般廃棄物処理基本計画を改定させていただきました。市長が話される

のは、未来ビジョンという根幹の計画であり、この上位計画でございま

す。 

委 員 総合的にはよく分かるんですが、市役所の他の審議会でも数字の比較

ばかりで、その数字が表す意味が全然分からないんです。昨年と一昨年

を比較してよくできました。でも、これが全国的にどうなのかってなる

と、昨年は選ばれるまち20位だったのが、今年は34位に落ちました。そ

の数字が表す意味が全然分からないです。最終的に、昨年より数字がど

うやったら上がったか下がったか、例えば、わかりやすい直近の話の評

価になりますと、自殺者数を減少させるため、いろんな手段・対策はや

りました。これは全部実施しましたのでＡ評価です。自殺者数は、令和3

年度に比べて、令和4年度は25人減りました。そうすると手段というの

は、充実しており、なかなかいいことやっていただいてるのかなという

ことがわかります。ところが、それがわからないと、この手段ばかりを

やりました。あれをやりましただけの報告になってしまいます。 

私もそうですが、例えば、協立大学さんと一緒に実施している創業塾

があるのですが、昨年は30名受講しました。今年は50名受講しました。

二重丸ですよね。でも、市内にどれだけ開業したのか。30名受講した一

昨年は、5事業所が市内で開業しました。でも、昨年50名創業塾に来た人

は一件の開業もありません。そこで、どちらが成果あるんですかという

話です。 

やっぱりＫＰＩっていうのは、どこに需要を持っていくか。目指すの

は何なのか。創業塾というのは、創業するための手段ですので、そこに

ＫＰＩを回すと、やっぱ30名であれば、1名あたりの我々の経営支援員の

数や支援員が接する時間が長かった。それだけ支援や1社あたりの支援時

間が長かった。だから、支援員がご支援申し上げることで、5社ながら市

内に開業がありました。しかし、50名だと、なかなか1人当たり、1社当

たりの支援する時間が短くなってしまいます。そうすると、1件の開業も

ありません。ＫＰＩの話からすると、令和5年度は30名定員でやりましょ

うか。それは開業を10社に増やすためには20名定員でやった方がいいの

ではないか。それがＫＰＩであると私は思います。 

だから、元々の指標を類似都市で取ってくるのか、大垣市が昨年の数

字で取ってくるのかでも目指すものが違ってきますので、そういったこ

とを教えていただければと思います。 
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要は、選ばれる大垣を目指すと類似都市で一番にならなければ選ばれ

ませんので、それに対して、この目標値に対する数字はどうなのかとい

うことを比較していただく必要があり、我々委員の皆さんが数字だけみ

ても、そうですかそうですかで終わってしまうと感じます。手段の何が

悪かったのかということを評価していかないとあまり意味がないと考え

ますので、ＫＰＩが本当に正しいかどうか。なかなか難しい問題なんで

すけれども、教えていただくのと、そういった事前に今日の基本的なＫ

ＰＩ、これはなぜこういうような数字を取ったのかというＫＰＩの具体

的な数字を可視化していただいたものを教えてもらい、今がどうなって

いるのかという話をしないと、なかなか前に進まないと思います。 

ただ単に、総務省から言われているので評価しないといけない。補助

金をもらっているから評価しないといけない。そういうことであれば、

それなりのやり方をしないといけない。せっかく我々が来ている限り

は、やはり市長が目指すもの、市民が目指すものに対して、皆様が一生

懸命に取り組んでいただいているかというところを評価しないことには

前に進むことができないと私は感じましたので、ＫＰＩの指標があれば

可視化した数字とその意味を事前に私ども委員の方へいただく要望をさ

せていただきます。 

会 長 ありがとうございます。 

事務局の方は何かありますか。要望としてお伺いするということでよ

ろしいでしょうか。 

事 務 局 基本計画を基に定めさせていただいた指標を、昨年一部見直しをいた

しました。5年間の指標という形で出させていただきまして、毎年進捗を

確認させていただくということですが、施策の評価なども含め、評価を

する際の参考にさせていただきます。ありがとうございました。 

会 長 ありがとうございます。 

特にご指摘いただいたことを今日の資料の範囲で言いますと、施策体

系ごとの事業については、全てＡ評価ですので、つまり実施できたとい

うことでＡ評価になっていると思います。ただ先ほど私もお尋ねしまし

たように、例えば、ごみの総排出量等は、むしろ駆け込み需要が高まっ

て増えてしまい、施策を計画通りにやったにも関わらず、結果が伴って

いないということが言えると思います。有料化ということが、その中に

入り込んできたこともあって、施策の実施に対して結果がついてこない

という部分をどのように分析し、次年度の取り組みに繋げていくかを示
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していただけると、ご指摘の内容に踏み込むことができると思いました

ので、そのあたりも含めて議論いただけると良いと思います。 

では、議題1につきましては以上とさせていただきます。 

⑷ 議題 ②大垣市循環型社会形成推進地域計画案について 

会 長 続きまして、議題2でございます。 

大垣市循環型社会形成推進地域計画案につきまして、事務局の方から

ご説明をお願いいたします。 

事 務 局 それでは、議題2大垣市循環型社会形成推進地域計画案についてご説明

させていただきます。 

右上、資料No.2の資料をお願いいたします。 

この計画につきましては、通常の計画のように目標値を定めまして、

その目標に向かって施策を実施していくという形のものではなく、廃棄

物処理施設等の改修及び建設される際に、国へ交付金を申請するため、

市の方向性を示し、国・県と循環型社会の形成について事前に意見交換

することで、合意形成を図ることができるという特徴があるものです。 

本市では、交付金制度を活用して大垣市クリーンセンターの基幹的設

備改良工事等を行うことにより、その概要を計画に盛り込み作成してお

りますので、ご説明させていただくものです。 

まず、1ページをお願いいたします。 

計画の内容につきましては、1、地域の循環型社会形成を推進するため

の基本的な事項といたしまして、対象地域は大垣市全域です。表1の方に

は、関係する一部事務組合を記載し、構成市町を示しております。 

次に、計画期間は令和6年4月1日から令和13年3月31日までの7年間とし

ております。 

2ページをお願いいたします。 

基本的な方向につきましては、一般廃棄物処理基本計画に基づき、4Ｒ

によるごみの減量化を推進してまいります。 

次に、ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況としまして、県で

は「岐阜県ごみ処理広域化・集約化計画」を策定しており、岐阜・西濃

ブロックでは令和12年度にごみの焼却施設が9施設とする計画を立ててい

らっしゃいます。その中で本市は単独でごみ処理施設を保有することに

なっております。 

次に、プラスチック資源の分別収集及び再商品化に係る実施内容につ

きましては、従来よりプラスチック製容器包装のボトル・カップ・トレ
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イについて分別収集し、大垣市リサイクルセンターにて分別・圧縮梱包

した後、容器包装リサイクル法に基づく指定法人に再商品化を委託して

おります。 

また、令和4年度から「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する

法律」が施行しており、本市としましても、プラスチック使用製品廃棄

物も含め、一括回収及び再商品化について検討するため、プラスチック

資源循環基本構想を令和10年を目途に策定し、計画的に実施してまいり

ます。 

3ページをお願いいたします。 

一般廃棄物の処理の現状についてお示しをしております。 

同様に4ページでは、生活排水の処理の現状についてお示しをしており

ます。 

5ページをお願いいたします。 

一般廃棄物等の処理の目標につきましては、昨年度の実績と目標値と

いたしまして、一般廃棄物処理基本計画の目標値から算定いたしました

令和13年度の目標をお示しさせていただいております。 

この記載につきましては、国のマニュアルに従い作成しております

が、今後、県や国と打ち合わせる中で修正があれば対応してまいりま

す。 

6ページをお願いいたします。 

令和13年度の目標値の処理状況をお示しさせていただいております。 

同様に、7ページ、8ページで、生活排水の処理の現状と目標をお示し

しております。 

9ページをお願いいたします。 

こちらでは施策の内容につきまして、発生抑制についてお示しをさせ

ていただいております。項目につきましては、有料化、環境教育・普及

啓発、生ごみたい肥化、ごみ分別、生活排水対策といった推進施策につ

いてお示しをさせていただいております。 

10ページをお願いいたします。 

こちらにつきましては、処理体制について、生活系ごみ、事業系ご

み、産業廃棄物、それぞれの処理体制と生活排水処理についてお示しを

させていただいて、11ページ、そして12ページの分別区分と処理方法に

ついて、現状と目標年度を記載しております。今回の基幹的設備改良工

事を踏まえて、現状と今後の表を加えて記載させていただいておりま



12 

す。 

13ページをお願いいたします。 

処理施設等の整備といたしまして、今回、大垣市クリーンセンターに

おいて、基幹的設備改良工事を実施するものです。事業期間は令和9年度

から令和12年度でございます。 

こちらの詳細な内容につきましては、29ページをお願いいたします。 

基幹的設備改良工事を実施することにより、まずは現有施設の長寿命

化を図ってまいります。また、エネルギー回収施策の概要につきまして

は、余熱利用計画について、老朽化し低下する施設の発電効率、熱利用

率を維持するよう計画しております。 

また、地域計画内の役割につきまして、生活ごみの適正処理を継続す

るとともに、二酸化炭素排出量を削減してまいります。二酸化炭素の削

減率は、現在の値に比べ3％以上を計画しております。 

13ページにお戻りいただきます。 

13ページ下段でございますが、合併処理浄化槽の整備につきまして

は、継続的に進めている設置整備事業の計画内容を記載しております。 

14ページをお願いいたします。 

基幹的設備改良工事を実施するために、「計画を策定するための支援業

務」を令和8年度に実施いたします。 

また、その他の施策といたしまして、処理困難物等の取り扱い、廃家

電・使用済み小型家電のリサイクルに関する普及啓発、不法投棄対策、

災害時の廃棄物処理に関する事項を記載しております。 

15ページをお願いいたします。 

計画のフォローアップと事後評価でございます。 

毎年、計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するとともに、必要

に応じて見直しを行うことといたします。 

また、事後評価及び計画の見直しにつきましては、計画期間終了後、

処理状況の把握を行いまして、その結果を取りまとめた時点で、速やか

に計画の事後評価、目標達成状況の評価を行いまして、公表したいと考

えております。 

以上がこの計画の主な内容です。 

16ページから関係する資料をまとめてございますので、後ほどお目通

しいただければと存じます。 

また、今後の流れといたしましては、本審議会でご意見をいただいた
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後、この計画を県にて、内容を確認していただきました後、国に提出い

たします。 

大垣市循環型社会形成推進地域計画につきまして、ご説明は以上でご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

会 長 ありがとうございました。 

ただいまのご説明につきまして、ご意見等がございましたら、お願い

いたします。 

委 員 教えていただきたいことがありまして、資料がなければ結構です。 

9ページでございますが、3番の生ごみたい肥化の推進との記載があり

ます。これは基本的には、今回の有料化を契機として、例えばこういっ

たものを試行される方や購入される方は増加傾向にあるのですか。これ

は基本的には、市民のごみ問題に対する意識の向上のバロメーターにな

るものだと思いますので、それをお聞かせ願いたい。 

次に、14ページにございます不法投棄の対策が、この審議会の立場か

らしますと、ごみの不適正排出数の対応というのは、かなり重要なポイ

ントだと思いますので、これに対する対策はどのような形で考えてらっ

しゃるのかお聞かせください。 

それと先ほど、ほかの委員さんがおっしゃいましたが、15ページにご

ざいます事業計画評価の見直しについて書いてございますけれども、計

画期間終了後の処理状況の把握っていうことじゃなくて、いわゆるＫＰ

Ｉと言うのですか、途中にどんな状況になっているかっていうのを順次

ある程度オープンにしていただいた方がいいんじゃないかと思いますの

で、その辺も一度ご検討いただければと思います。以上でございます。 

会 長 ありがとうございます。それでは事務局からお願いいたします。 

事 務 局 順にご回答いたします。生ごみ堆肥化の推進についてですが、こちら

には、現状推進している施策を記載しております。 

今、詳細な資料を手元に持っておりませんが、基本的に昨年の実績は

増加したと言えます。有料化説明会等で、皆様にご説明をさせていただ

く機会が増えたため、直接お伝え出来ましたことから実績として上がっ

ているのだと考えます。 

次に、不法投棄対策につきましては、一定数は残念ながら今までもご

ざいます。今回、有料化することで不法投棄が増加するのではないかと

のご不安やご心配をいただいておりますので、あわせてお話をさせてい

ただきますが、基本的に有料化を実施したために件数が増えたという印
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象は持っておりません。しかし、一定数あるということで、ご心配も当

然高いものですから、パトロールの実施や看板の設置、その周知を継続

していくとともに、確認することも含め今後も続けていきたいと思って

おります。 

次にフォローアップにつきましては、目標達成状況の評価につきまし

ては、計画終了後に行いますが、毎年の進捗状況の把握や評価につい

て、その説明の仕方につきましても検討して進めていきたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

会 長 ありがとうございました。他いかがでしょうか。 

委 員 私の方から目標値の設定についてなんですけれども、ここには最終目

標というのを示していただているのですけれども、これをどのように定

められたのかということをお尋ねします。どこかに資料等ございますの

でしょうか。もしあれば教えていただければと思います。 

あと、資料の中にある西南農粗大廃棄物処理組合の標記をご確認いた

だければと思います。よろしくお願いします。 

事 務 局 ありがとうございます。文言等につきましては、確認し適切に対応い

たします。 

次に目標値でございますが、これは一般廃棄物処理基本計画に定めた

目標値を基準に算定して根拠とさせていただいております。よろしくお

願いします。 

会 長 ありがとうございました。 

委 員 個人の問題で恐縮なんですけれども、私は庭と畑がありまして、先ほ

ど他の資料に剪定枝粉砕機の貸し出しを行っているという話がありまし

た。そうした貸し出しがあれば30㎝に細かく切ってもえるごみに出すよ

りも粉砕した方が良いので、ぜひとも利用したいと思います。ただ、粉

砕機ということで、基本的に安全面で少し不安なのですが、よくわから

ない人が使ったら手を巻き込まれた、怪我をしたということが無いよう

安全講習などしていただいているのでしょうか。 

事 務 局 ありがとうございます。粉砕機につきましては、現在、電気式を2台準

備して貸し出しをさせていただいております。基本的には、枝を入れる

入口が小さいため、手が入ることはないと考えますが、使い方につきま

しては、事前にご予約をいただき、お貸しする際に、使用者さんの確認

が取れるまで十分な説明をさせていただいております。よろしくお願い

いたします。 
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会 長 ありがとうございました。 

それでは、議題の2につきましては以上とさせていただきます。 

⑷ 議題 ③有料指定ごみ袋制度導入後の状況について 

会 長 続きまして、議題3でございます。 

有料指定ごみ袋制度導入後の状況について、事務局からご説明をお願

いいたします。 

事 務 局 それでは議題3有料指定ごみ袋制度導入後の状況について、ご説明をさ

せていただきます。 

右上資料No.3の資料をお願いいたします。 

1、趣旨でございますが、家庭系ごみの有料指定ごみ袋制度導入後の状

況について、ご報告させていただくものでございます。 

2、ごみ減量の効果につきましては、手元の資料において、昨年と本年

の4月から7月までを比較させていただいております。4月からの分です

が、減量傾向にあるということが言えるかと思います。 

3、につきましては、指定ごみ袋等の取扱所の登録状況でございます。

ごみシールを取り扱っておりましたときには、大体市内150店舗ほど登録

をいただいておりましたが、現在店舗数も増えまして、207の店舗さんに

ご協力をいただきながら販売していただいております。 

裏面をお願いいたします。 

4、ごみステーションにおける収集状況につきましては、もえるごみ

は、ほぼ問題なく移行できたと考えております。 

もえないごみにつきましては、有料指定ごみ袋制度導入前は、そのま

まごみステーションに出すことができたものを、指定のごみ袋に入れて

出すということで、出される方に少し戸惑いがあったと感じております

が、4、の写真の右側は、これが導入した当初のものでございます。任意

の袋に入れて出されていたものにつきましては、注意喚起シールを貼ら

せていただきまして、現場に残させていただいたというものです。左側

の写真は、集積所全体の写真ですが、同じステーションでございます。

現在は排出量が少なくなっておりますが、今月のもえないごみの収集日

の様子です。もえないごみのごみ量は少ないですが、指定袋に入れて問

題なく出していただいているという状況でございます。 

5、につきましては、休日開場についてでございますが、市民サービス

の向上施策の一つとしまして、本年4月から第2土曜日の午前中、電話や

インターネットによる予約制という形で実施をさせていただいておりま
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す。70件の上限に対してほぼ一杯の状況でお申し込みをいただいている

ということでございます。お持ち込みになられるものの多くは、毛布・

シーツ・敷布団などの布団類が大変多い状況となっております。搬入状

況等については、お示させていただいた通りでございます。 

有料指定ごみ袋制度の導入後の状況については以上です。よろしくお

願いいたします。 

会 長 ありがとうございました。 

ただいま、ご説明いただきました内容につきまして、ご意見・ご質問

があれば、よろしくお願いいたします。いかがでしょうか。 

では、私から導入前にいくつかの懸念事項が挙げられて、この審議会

の中でも出ておりましたし、住民の説明会の中でも、おそらくたくさん

聞かれたということを伺います。例えば、不法投棄のようなものだと

か、ポイ捨てのようなものが増えるのではないかとか、それから経済的

に負担が重くなる世帯が出てきて、そこのところに周知を含めフォロー

が十分できる新しい制度が決まったのかどうか、そういったいくつかの

懸念事項があったと思うんですけど、その辺りについては導入後の状況

としては、対応状況とそれから現在の状況などがあればお聞かせいただ

きたいと思いますが、いかがでしょうか。 

事 務 局 不法投棄等の懸念のご意見は、各町内から多くいただいておりまし

て、先ほども少し触れさせていただきましたが、有料化を機に増えた、

有料化を原因として増えたという印象は持っておりません。それでも、

一定数ございますので、それについては個別に発生した場所場所で、そ

の都度その都度、回収しております。その点では、自治会長さんとも相

談しながら進めていくことがございます。 

次に、ご負担が重くなる世帯ですが、減免の制度というのは、シール

制のときにもありましたが、さらに拡充いたしまして対応しているとこ

ろでございます。減免の制度につきましては、4月から順次行いまして、

皆さんのご協力をいただきながら、シール制のときより認知はされてい

るとの印象を持っております。引き続き、継続してまいりたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

会 長 ありがとうございました。 

委 員 基本的なことですが、今回話が出ている家庭系ごみとは、収集された

ごみだけなのか、事業系のごみは、入っていないのですか。 

事 務 局 家庭系ごみにつきましては、資料No.3の2、ごみ減量の効果の下に付記
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しておりますように、もえるごみ、もえないごみ、大型ごみ、有害ごみ

が含まれます。基本的には事業系ごみは入っておりません。 

委 員 例えばですけど、まつりで出てきたごみは、ここに計上されるごみな

のでしょうか。 

事 務 局 色々なまつりがあるので難しい点もありますが、基本的には、市の収

集ごみと持込ごみが中心となっており事業系ごみは含まれません。 

委 員 ありがとうございます。 

委 員 一つお尋ねするんですけれども、一般常識として生ごみばかりを燃や

すと熱効率が悪いですよね。今、エネルギー価格が高騰しておりますけ

ど、これだけごみが減ることによってエネルギーコストっていうのは、

どれぐらい減りました。 

事 務 局 エネルギーコストについてですが、まだ有料指定ごみ袋制度がはじま

ったばかりで、数字的に見ると7月までは減少傾向ですが、事業系ごみも

ありますので、一概に減ったとの判断も致しかねます。事業所もコロナ

のときは事業活動が低下してましたので、当然ごみ量も少なかったので

すが、徐々に経済が動いてきましたので、事業系ごみも増えてきまし

た。エネルギーコストについてはこれから検討が必要かとは思っており

ます。 

委 員 ありがとうございます。 

会 長 ぜひ、今ご指摘いただいた内容については、次の審議会でご報告をお

願いします。 

ありがとうございました。他いかがでしょうか。 

委 員 資料3の2ページですが、休日開場についてお尋ねしたいです。この受

付状況ですが、4月8日から7月8日までのうち、4月8日の予約件数が42件

で、来庁件数41件ですので、1件お見えになられなかったということです

よね。これを何かフォローしているのですか。 

あと、5月13日が70件の予約で来場件数が73件というのは、3件が予約

していないという解釈で良いでしょうか。説明をお願いします。 

事 務 局 ありがとうございます。 

予約件数に対する来場件数という形ですので、実績が予約件数より少

ない場合は、キャンセルのご連絡をいただいております。予約制という

ことをご存知なくお越しになられる方につきましては、予約制だという

ことをご説明差し上げまして、可能な範囲で受け入れるようにしており

ます。 
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委 員 ありがとうございました。 

会 長 他いかがでしょうか。 

委 員 実際、私の家を見てもプラごみがほとんどだと思います。今、トレイ

は分別していますが、他のプラごみは、焼却するごみとしています。先

日、新聞か何かにプラスチックの再利用について掲載されていました

が、実際問題として、燃やして良いのかお尋ねします。 

事 務 局 ありがとうございます。 

プラスチックにつきましては、本日の資料の資料№2の中でも少し触れ

させていただきましたが、現状、プラスチック製容器包装という分類の

中、本市では、ボトル・カップ・トレイを中心にリサイクルして、再商

品化という形で進めさせていただいております。 

しかし、国では、新たに法律が施行されたことを受けまして、本市で

も検討を進めるのですが、プラスチック使用製品廃棄物をまとめてこう

しますということにはならないと考えます。おっしゃられるように、プ

ラスチック使用製品に限らず、今世の中には非常に多くの製品がござい

ます。私どもも分別のご案内する際には、およそ4,000弱の品物をインタ

ーネット上でお知らせしております。プラスチックという一言で申しま

しても、製品の形状ですとか、様相が非常に多様化しているかと思いま

すので、プラスチック製品を分別してくださいということだけで本当に

済むのか、どのように分別すれば不都合がないのか、こうしたことを検

討していく必要がありますので、プラスチック資源循環基本構想を令和

10年度を目途に策定するとお示ししたところです。よろしくお願いいた

します。 

委 員 ありがとうございました。 

会 長 

 

ありがとうございました。他いかがでしょうか。 

それでは、私から1点、確かに先ほどエネルギー効率に関するご質問が

あったのですが、有料指定ごみ袋制度を導入するにあたって昨年度の審

議会の際に、類似の自治体やあるいは近隣の自治体等で導入されている

経緯ですとか、ごみ袋の代金を具体的にいくらぐらいで導入されている

のかの説明をいただいて、住民の皆さんにも同様の説明をされたと認識

しています。導入後、実際まだ数ヶ月の数値しか出ていませんが、当初

見込みとして、月次の推移も含めて、大体どのぐらいごみが減るのでは

ないかといったような推計を事務局がしておられるんじゃないかと思い

ます。今の時点で計画通りに減量というものが進んでいるという見通し
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を立てられているのか、あるいは推計していたようには減量が進んでい

ないと見るのか、その辺りの分析をどのようにされておられるのかを、

今の時点でわかる範囲で結構ですので教えていただけますでしょうか。 

事 務 局 資料3の2におきまして、前年対比という形でお示しさせていただきま

した。これは単純に前年対比ですので、必ずしもこの通りではないので

すが、一般廃棄物処理基本計画の中では、おおむね8％減ることを基に目

標値を設定しておりますので、8％というのが一つの基準となると考えま

すと、想定以上の成果は出ていると感じています 

また、評価については、本年度のごみ量を把握いたしました上で、報

告をさせていただきますのでよろしくお願いします。 

会 長 ありがとうございました。 

現時点の数ヶ月分だと想定を上回る数値ということですね。 

他いかがでしょうか。 

委 員 2ページですが、搬入状況等について、例えば、「布団類が多い」「不燃

物の持ち込み要望があった」ということを書かれたのは、将来的にどう

するかという意向を持っているのですか、あるいは単純に状況だけ説明

されたのかを教えてください。 

事 務 局 ありがとうございます。 

実は休日開場につきまして、当初はトラブル等あるのかと想像してお

りましたが、基本的に多くの方がご予約いただいて、予約をいただいた

通りの持ち込みをしていただくという状況です。この休日開場の様子を

お伝えするのに細やかに状況をお示しすることが、より伝わると考えた

ものです。特に他意があるわけではありません。 

会 長 ありがとうございます。 

そういったお声を今後も継続的に聞いていただいて、ご要望が多い場

合は、対応等の検討をぜひお願いしたいと思います。 

他いかがでしょうか。 

委 員 休日開場についてなんですけれども。現在70名程度をマックスとし

て、ほぼマックスだと思うんですが、今後増やす予定とかありますか。 

事 務 局 今の時点では、予約状況が意外と開催日の直近まで埋まらないため、

お申し込みを断るなどの状況が発生しておりませんので、この数がちょ

うど良いと考えています。今後につきましては、様子を見ながら判断し

てまいります。よろしくお願いします。 
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会 長 ありがとうございました。他いかがでしょうか。 

それでは議題の3につきましては以上とさせていただきます。 

続きまして、その他でございますが、全体を通じて何かございました

らご発言をお願いしたいと思います。いかがでしょうか。 

それでは、ご発言もございませんので、これをもちまして議事を終了

させていただきます。 

ご協力ありがとうございました。事務局の方にお返しいたします。 

閉会 

事 務 局 ありがとうございました。 

なお、本日欠席されました委員の皆様にはご意見を伺うために、依頼

文を出させていただきます。 

本日頂戴いたしましたご意見等を元に、まとめさせていただきまし

て、計画の変更などの必要がある場合に、会長と協議をさせていただき

まして、最終的な案とさせていただきたいと存じます。 

これをもちまして本日の会議を終了させていただきます。 

本日はご出席を賜り、誠にありがとうございました。 
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